
平成２７年度事業評価対象事業の見直しの方向性 

事 業 名 自治会館等整備助成事業 

事 業 所 管 課 市民部 協働推進課 

 

① 事業評価における

主な意見 

・自治会館が自治の推進や防災のために必須のものであるか分析してほ 

しい。 

・自治会館の新設から改修や維持、補修に重点を置いた助成に見直した

方がよいのではないか。 

・補修の助成は、３万円から１０万円又はそれ以上に見直してはどうか。 

② 評価結果 事業内容の見直し（事業の内容の見直し：６人） 

③ 今後の検討予定 

今後の検討の方向性 

【補助内容等の見直し】 

＜基本的な考え方＞ 

自治会館は自主的な地域活動の場として、また地域の防災拠点として活

用されているため、引き続き必要であると考えています。 

ただし、近年のニーズ等を踏まえ、新規の自治会館整備への支援につい

ては原則として制限して、建替えや補修などのニーズへの対応に重点を置

いて取り組んでいきます。 

＜具体的な取組＞ 

・新設（建替えは除く）の自治会館建設とそれに伴う土地取得補助、補修

助成の下限額について、見直しを行う方向で検討します。 

・申請時の整備計画内容（様式）等の見直しを行います。（地域のより多く

の層や用途に利用されるよう申請段階で認識をしていただくことで、自

治会館の有効活用を推進します。） 

・市以外の助成制度の利用促進を図り、市以外の助成を受ける場合には市

の助成を減じ、市の財政負担の軽減に努めます。 

・建て替えなどの大きな財政負担を伴うものについては、計画的に行って

いただくことで市の財政負担の平準化を図ります。 

＜実施時期＞ 

 平成 29年度の実施を目途に、平塚市自治会連絡協議会と協議・調整を行

います。 

 

【自治会館の利用促進等の取組の強化】 

＜基本的な考え方＞ 

地域コミュニティ活動の活性化を支援します。 

＜具体的な取組＞ 

・自治会への働きかけを行います。 

（自治会館の活用好事例（災害時を含む）を紹介するなど。） 

＜実施時期＞ 

 実施できるものから順次実施します。 

 


